
松山市文化財保存活用地域計画（案）［概要版］ 計画年度：令和６(2024)年度から令和15(2033)年度までの10年間

本計画での文化財の定義（本編p.12）

本計画が目指す将来像とその達成のための方向性（本編p.80）

本計画で講じる具体的な措置（本編p.90～120）

本計画作成の背景と目的（本編p.1）

。

１

２

３松山市で育まれた歴史文化の特性（本編p.59～70）

４

５

（３）発祥の地に生きる四国遍路

（５）松山城と近世松山藩の伝統文化

（７）神話の時代から人々を魅了する道後温泉

（９）瀬戸内海の往来が生んだくらしと文化

まちに息づき、今も愛される
ことば、いのり、くらしの文化

松山の礎を築いた先人たちの
想いとくらし
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古くから、人々に選ばれ、
人 が々集まり、くらしが生まれた
穏やかな海、豊かな平野、湧き出る湯


